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第 1 章では， EC R プラズマ研究における本研究の問題点とその目的を論じている。
第 2 章では，本研究に用いたECR プラズマ発生装置の諸元の説明を行い，発生した高電子温度プ
ラズマの電子温度，密度を評価するために， TLD を用いる方法を考案し，高温プラズマの電子温度
および密度が評価できることを実証している。







第 4 章では， ECR プラズマ中で生成される多価イオンの発生機構につき実験的および理論的考察
を行っている。その結果ECR プラズマのような電子温度の高いプラズマで、は，直接電離過程の寄与
が大きく，電子密度，イオンの閉じ込め時間と共に電子温度もまた重要な因子であると結んでいる。






















④特性X線の応用として，医用ラジオグラフィにおける X線エネルギ-， x 線コントラストおよび
被曝との関係を論じている。
以上，本論文はECR プラズマの放射線の特性と応用について研究したもので， ECR プラズマの
放射線物理的パラメーターを明確にすると共に多くの重要な知見を得ている。これらの結果は放射線
物理工学分野で貢献する所が大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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